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平
成
26
年
第
１
回
曽
於
市
議
会
定
例
会

が
開
会
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
市
政
運
営
に

臨
む
私
の
姿
勢
と
所
信
の
一
端
を
申
し
あ

げ
ま
す
と
と
も
に
、
平
成
26
年
度
の
一
般
会

計
予
算
案
の
重
点
施
策
な
ど
、
そ
の
概
要

に
つ
い
て
ご
説
明
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

我
が
国
の
経
済
を
み
ま
す
と
、
大
胆
な

金
融
政
策
や
機
動
的
な
財
政
政
策
、
民
間

投
資
を
喚
起
す
る
成
長
戦
略
の
「
三
本
の

矢
」
の
効
果
も
あ
っ
て
、
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が

四
半
期
連
続
で
プ
ラ
ス
成
長
と
な
る
な
ど
、

日
本
経
済
は
着
実
に
上
向
い
て
い
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
景
気
回
復
の
実

感
は
、
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
や
地

域
経
済
に
は
、
い
ま
だ
十
分
に
浸
透
し
て

お
ら
ず
、
ま
た
、
業
種
ご
と
の
業
況
に
は
、

ば
ら
つ
き
も
み
ら
れ
、
物
価
動
向
に
つ
い
て

も
、
デ
フ
レ
脱
却
は
、
道
半
ば
で
あ
る
と

思
わ
れ
ま
す
。

　

国
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
は
、
少
子
高

齢
化
等
の
要
因
に
よ
っ
て
悪
化
が
続
く
中
、

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
の
経
済
危
機
へ
の
対

応
、
東
日
本
大
震
災
へ
の
対
応
等
が
重
な
っ

て
、
近
年
著
し
く
悪
化
が
進
み
極
め
て
厳

し
い
状
況
に
あ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
、
平
成
26
年

度
の
国
の
予
算
は
「
平
成
26
年
度
予
算
編

成
の
基
本
方
針
」
お
よ
び
「
平
成
26
年
度

の
経
済
見
通
し
と
経
済
財
政
運
営
の
基
本

的
態
度
」
に
基
づ
い
て
、
社
会
保
障
を
始

め
と
す
る
義
務
的
経
費
等
を
含
め
、
聖
域

な
く
予
算
を
抜
本
的
に
見
直
し
た
上
で
、

経
済
成
長
に
資
す
る
政
策
に
重
点
化
を
図

る
と
の
基
本
的
な
考
え
方
に
よ
り
編
成
さ

平成 26年度施政方針
３月定例議会が２月 20 日から３月 26 日まで
開かれ、五位塚剛市長は平成 26 年度の施政方
針を述べました。
今回は、その施政方針及び予算の概要をお知ら
せします。

れ
て
い
ま
す
。

　

本
市
に
お
き
ま
し
て
も
、
少
子
高
齢
化

や
過
疎
化
の
進
展
な
ど
社
会
情
勢
が
変
化

す
る
中
で
、
こ
れ
ま
で
提
供
し
て
き
た
行
政

サ
ー
ビ
ス
等
は
維
持
し
な
が
ら
、
さ
ら
に
、

市
民
に
や
さ
し
い
市
政
を
目
ざ
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
曽
於
市
総
合
振
興
計

画
や
過
疎
地
域

自
立
促
進
計

画
、
財
政
計
画
、

行
政
改
革
大

綱
、
定
員
適
正

化
計
画
等
の
主

要
な
計
画
を
十

分
に
踏
ま
え
な

が
ら
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
自
主
的
・
自
立
的
な
行
財
政
運

営
に
努
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

私
は
、
平
成
25
年
７
月
21
日
に
行
わ
れ

ま
し
た
市
長
選
挙
に
よ
り
、
合
併
後
の
２

代
目
の
市
長
に
就
任
し
ま
し
た
。
就
任
後
、

約
13
億
円
を
事
業
費
と
す
る
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
・
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
等
建
設
事
業
に
つ
い

て
は
、
市
民
の
声
を
基
本
と
し
て
中
止
い

た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
要
望
の
強
か
っ
た
敬

老
祝
金
に
つ
い
て
は
、
昨
年
の
敬
老
の
日
に

合
わ
せ
、
民
生
委
員
や
職
員
の
協
力
を
い

た
だ
き
、
75
歳
以
上
の
全
員
に
支
給
出
来

る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
多
く
の
市
民
の
方
々

か
ら
、
た
い
へ
ん
喜
ば
れ
、
更
に
充
実
を
図

り
た
い
と
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

さ
て
、
ま
ち
の
活
性
化
は
、
人
口
の
増 第三子出産祝金交付式第三子出産祝金交付式
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会　　　　計 平成 26年度額 平成 25年度額 増　減　額 増減率
一 般 会 計 209億4,000万円 218億5,000万円 △9億1,000万円 △4.2%

特

別

会

計

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 62億5,582万2千円 61億6,674万1千円 8,908万1千円 1.4%
後期高齢者医療特別会計 5億3,597万4千円 5億1,305万7千円 2,291万7千円 4.5%
介 護 保 険 特 別 会 計 50億7,558万8千円 49億5,378万4千円 1億2,180万4千円 2.5%
公共下水道事業特別会計 2億1,385万2千円 2億4,990万円 △3,604万8千円 △14.4%
生活排水処理事業特別会計 1億1,331万3千円 1億1,020万円 311万3千円 2.8%
笠木簡易水道事業特別会計 2億2,558万9千円 0円 2億2,558万9千円 皆増
合 計 124億2,013万8千円 119億9,368万2千円 4億2,645万6千円 3.6%

水道事業会計（収益的支出及び資本的支出） 7億4,708万8千円 7億714万8千円 3,994万円 5.6%
合 計 341億722万6千円 345億5,083万円 △4億4,360万4千円 △1.3%

が
基
本
と
考
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
曽

於
市
の
人
口
は
、
合
併
後
も
、
毎
年
減
少

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
高
齢
化
比

率
は
、
す
で
に
35
％
を
超
え
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
、
人
口
を
増
や
す
対
策
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。        

　

人
口
を
増
や
す
た
め
に
は
、
総
合
的
な

対
策
が
必
要
で
す
が
、
ま
ず
は
、
子
育
て

し
や
す
い
環
境
づ
く
り
の
た
め
に
、
幼
稚

園
や
保
育
園
の
保
育
料
の
軽
減
を
図
る
と

と
も
に
、
18
歳
に
達
す
る
日
以
降
の
最
初

の
３
月
31
日
ま
で
、
医
療
費
の
自
己
負
担

分
の
全
額
助
成
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
働
け
る
環
境
づ
く
り
の
た
め
に
、

畜
産
業
を
は
じ
め
と
す
る
曽
於
市
の
基
幹

産
業
で
あ
る
農
業
に
つ
い
て
、
市
民
の
声
を

聞
き
な
が
ら
、
農
家
の
所
得
を
増
や
す
政

策
を
取
り
入
れ
た
い
と
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、
企
業
誘
致
等
に
つ
き
ま
し
て
も
、

積
極
的
に
推
進
し
た
い
と
考
え
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
ま
ち
づ
く
り
は
、
ひ
と
づ
く
り

で
あ
り
、
本
市
発
展
の
基
本
に
な
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。
小
中
学
校
の
学
習
環
境
の

整
備
を
積
極
的
に
進
め
る
と
と
も
に
、
優

秀
な
人
材
づ
く
り
に
取
り
組
む
曽
於
高
校

の
運
営
に
も
積
極
的
に
支
援
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

私
が
、
初
め
て
取
り
組
み
ま
し
た
当
初

予
算
の
編
成
は
、
小
さ
な
声
も
大
切
に
し
、

市
民
に
開
か
れ
た
市
政
を
目
指
す
と
と
も

に
、
農
・
畜
産
物
の
付
加
価
値
を
高
め
、
商

工
業
の
発
展
を
推
進
し
、
子
ど
も
た
ち
の
笑

顔
が
輝
き
、
お
年
寄
り
ま
で
元
気
な
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
す
た
め
、「
①
市
民
に
や
さ

し
い
市
政
運
営
」、「
②
人
と
自
然
を
生
か

し
た
活
気
あ
る
地
域
づ
く
り
」、「
③
教
育
・

文
化
を
促
進
し
心
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
」、

「
④
人
口
増
対
策
を
目
指
し
、
地
域
活
性
化

を
推
進
」、「
⑤
農
・
畜
産
物
を
生
か
し
た

所
得
倍
増
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
５
つ
を
基

本
方
針
と
し
て
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、

市
民
の
福
祉
、
教
育
、
く
ら
し
を
守
る
た

め
の
予
算
と
し
て
編
成
い
た
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
平
成
26
年
度
の
一
般
会
計
当

初
予
算
は
、
２
０
９
億
４
千
万
円
と
な
り
、

前
年
度
当
初
予
算
に
対
し
て
、
９
億
１
千
万

円
、
4.2
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

　

特
別
会
計
予
算
に
お
き
ま
し
て
は
、
予

算
総
額
が
、
１
２
４
億
２
０
１
３
万
８
千

円
と
な
り
、
前
年
度
当
初
予
算
に
対
し
て
、

４
億
２
６
４
５
万
６
千
円
、
3.6
％
の
増
と
な

り
ま
し
た
。
特
に
、
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
予
算
は
、
医
療
費
高こ

う
と
う騰

や
保
険
税
の

減
収
を
補
う
た
め
、
市
単
独
で
、
一
般
会

計
か
ら
１
億
２
千
万
円
を
繰
り
入
れ
て
予

算
を
編
成
し
ま
し
た
。
ま
た
、
笠
木
地
区

ほ
か
３
地
区
で
、
簡
易
水
道
を
整
備
す
る

た
め
、
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
を
設
け

２
億
２
５
５
８
万
９
千
円
の
予
算
を
計
上

し
ま
し
た
。

　

以
上
、
平
成
26
年
度
に
お
け
る
市
政
運

営
の
基
本
的
な
考
え
方
に
つ
い
て
申
し
あ

げ
ま
し
た
。

　
　

平
成
26
年
２
月
20
日

　
　
　
　
　
　

曽
於
市
長　

五
位
塚　

剛

曽於市総合振興計画基本理念曽於市総合振興計画基本理念
豊かな自然の中で
生命の鼓動を感じるまちづくり
平成 26年度予算編成方針
　①市民にやさしい市政運営
　②人と自然を生かした活気ある地域づくり
　③教育・文化を促進し心豊かなまちづくり
　④人口増対策を目指し、地域活性化を推進
　⑤農・畜産物を生かした所得倍増のまちづくり
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曽
於
市
の
平
成
26
年
度
当
初
予
算
は
、
平
成
26

年
第
１
回
市
議
会
定
例
会
で
３
月
26
日
に
可
決
さ

れ
ま
し
た
。　

　

こ
の
予
算
は
、
小
さ
な
声
も
大
切
に
し
、
市
民

に
開
か
れ
た
市
政
を
目
指
す
と
と
も
に
、
農
・
畜

産
物
の
付
加
価
値
を
高
め
、
商
工
業
の
発
展
を
推

進
し
、
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
が
輝
き
、
お
年
寄
り

ま
で
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
た
め
、「
市

民
に
や
さ
し
い
市
政
運
営
」、「
人
と
自
然
を
生
か

し
た
活
気
あ
る
地
域
づ
く
り
」、「
教
育
・
文
化
を

促
進
し
心
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
」、「
人
口
増
対
策

を
目
指
し
地
域
活
性
化
を
推
進
」、「
農
・
畜
産
物

を
生
か
し
た
所
得
倍
増
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
５
つ

を
基
本
方
針
と
し
て
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、

市
民
の
福
祉
、
教
育
、
く
ら
し
を
守
る
た
め
の
予

算
と
し
て
編
成
し
ま
し
た
。
ま
た
、
一
般
会
計
当

初
予
算
の
総
額
は
、
２
０
９
億
４
千
万
円
で
、
平

成
25
年
度
と
比
較
し
て
９
億
１
千
万
円
、
4.2
％
減

の
予
算
と
な
り
ま
し
た
が
、
市
税
等
の
自
主
財
源

の
大
幅
増
は
見
込
め
な
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
一
般

財
源
の
不
足
額
約
11
億
２
１
６
０
万
円
を
財
政
調

整
基
金
等
の
取
り
崩
し
で
対
応
し
ま
し
た
。

～  市民の目線に立ち、小さな声も大切にする市政を目指します。 ～

平成 26年度一般会計当初予算

歳入歳出総額 209 億 4千万円
歳出の性質別分類の状況 歳入の状況 

人件費人件費
2,968,577 千円2,968,577 千円
（14.2%）（14.2%）

繰出金繰出金
2,400,709 千円2,400,709 千円
（11.5%）（11.5%）

扶助費扶助費
3,723,660 千円3,723,660 千円
（17.8%）（17.8%）

補助費等補助費等
2,114,728 千円2,114,728 千円
（10.1%）（10.1%）

消費的経費消費的経費
11,745,121 千円11,745,121 千円
（56.1%）（56.1%）

その他その他
5,617,903 千円5,617,903 千円
（26.8%）（26.8%）

投資的経費投資的経費
3,576,976 千円 3,576,976 千円 
（17.1%）（17.1%）

歳出合計
209 億 4千万円

物件費物件費
2,651,049 千円2,651,049 千円
（12.7%）（12.7%）

普通建設事業費普通建設事業費
3,547,838 千円3,547,838 千円
（17.0%）（17.0%）

公債費 公債費 
3,011,002 千円3,011,002 千円
（14.4%）（14.4%）

維持補修費
287,107千円（1.3%）

歳出の目的別分類の状況

民生費
6,889,695 千円
（32.9%）

平成 26 年度

農林水産業費
2,513,123 千円
（12.0%）

公債費
3,011,002 千円
（14.4%）

総務費
1,941,052千円
（9.3%）

土木費
2,277,020 千円
（10.9%）

教育費
1,810,337千円
（8.7%）

衛生費 1,281,786 千円（6.1%） 消防費 695,323 千円（3.3%） その他 520,662 千円（2.4%）

平成 25 年度

農林水産業費
3,418,600 千円
（15.7%）

公債費
2,949,634 千円
（13.5%）

総務費
2,534,792 千円
（11.6%）

土木費
2,161,604千円
（9.90%）

教育費
1,488,453千円
（6.80%）

衛生費 1,211,712 千円（5.5%） 消防費 764,580 千円（3.5%） その他 555,840 千円（2.5%）

民生費
6,764,785 千円
（31.0%）

市税市税
2,851,377 千円2,851,377 千円
（13.6%）（13.6%）

自主財源自主財源
4,919,786 千円4,919,786 千円
（23.6%）（23.6%）

歳入合計
209 億 4千万円

依存財源依存財源
16,020,214 千円16,020,214 千円
（76.4%）（76.4%）

市債市債
2,446,300 千円2,446,300 千円
（11.7%）（11.7%）

国庫支出金国庫支出金
2,432,426 千円2,432,426 千円
（11.6%）（11.6%）

県支出金県支出金
1,738,683 千円1,738,683 千円
（8.3%）（8.3%）

地方交付税地方交付税
8,662,000 千円（41.4%）8,662,000 千円（41.4%）

諸収入
157,189千円（0.8%）

地方譲与税
230,700千円（1.1%）

その他の財源
510,105 千円（2.4%）

分担金及び負担金 242,032 千円（1.2%）
使用料及び手数料 286,793 千円（1.4%）

繰入金 1,121,657 千円
（5.4%）

財産収入 180,235千円（0.9%）
寄附金 30,503 千円（0.1%）
繰越金 50,000 千円（0.2%）

積立金
176,192千円（0.8%） 予備費

30,000 千円（0.1%）

災害復旧事業
29,138 千円（0.1%）
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市民一人あたりの予算　　　　　　　　　　 

曽於市を一般家庭にたとえてみると

  平成 26 年 4月 1日現在の住民基本台帳人口（38,964 人）

　平成 26 年４月１日現在の住民基本台帳人口（38,964 人）で、市民一人当たりに換算してみますと、歳入のうち「市税」は、市民一人
当たり 73,180 円の負担となりました。歳出を目的別にみてみますと、市民一人当たりに使われるお金は、総額で 537,419 円となりました。
最も多いのが、子どもや高齢者、障がい者など福祉のための予算（民生費）であり、これまでに道路や建物等の施設整備のため借りたお
金の返済のための予算（公債費）や農業振興のための予算（農林水産業費）、土木費、総務費などの構成比が大きくなっています。また、
平成 25 年度と比較すると教育費や民生費が増となり、総務費や農林水産業費が減となっています。
　皆さんから納めていただく市税と事業などに使われるお金では、一人当たり 464,239 円の差（支出 537,419 円－収入 73,180 円）となっ
ていますが、この不足額の大部分が「地方交付税」や国・県からの支出金、市債などでまかなわれることになります。 

　国をはじめ地方自治体の財政状況が厳しいといわれる中、曽於市の財政はどんな状況でしょうか？
　平成 26 年度一般会計予算の収入と支出の状況について、一世帯あたりの平均所得である年額 548 万 2 千円（平成 23 年国民生活基
礎調査より）の家計に置き換えてみました。収入は、月収とパート等の副収入を合わせて 98 万 1千円ですが、食費や光熱費、家族の
医療費、子どもへの仕送り、町内会費、ローンの返済や古くなった家の改築費などの費用のため、支出額は 548 万 2千円となっています。
　そのため、親からの仕送り（国や県等からの補助金）に頼ったり、銀行からの借金（市債）や預金（基金）の引き出しによって、や
り繰りをしています。

市民１人当たりの市税負担額
総額　73,180 円

市民税
26,590 円

固定資産税
38,151 円

軽自動車税
3,319 円

たばこ税
5,120 円

市民一人あたりの予算額　総額　537,419 円
（主なものは下記のとおりです。）

議会費
5,213 円

総務費
49,816 円

民生費
176,822 円

衛生費
32,897 円

農林水産業費
64,499 円

　議会の運営に
要する経費。

　職員管理、庁
舎や財産の管
理、選挙、戸籍
及び市税の賦課
徴収等の行政運
営全般に要する
経費。

　子どもや高齢
者、障がい者な
どへの福祉関係
全般の事業に要
する経費。

　保健衛生や環
境等の健康で衛
生的な生活環境
を送るために要
する経費。

　農業や畜産
業、林業等の振
興のための事業
に要する経費。

商工費
6,499 円

土木費
58,439 円

消防費
17,845 円

教育費
46,462 円

公債費
77,276 円

　商工業の振興
や観光振興、企
業誘致を推進す
るために要する
経費。

　道路や橋、河
川、公園等住環
境を整備するた
めに要する経
費。

　火災や風水害
等の災害から市
民の生命と財産
を守るために要
する経費。

　学校や教育施
設の整備、教育
や生涯学習、文
化、スポーツ等
の振興のために
要する経費。

　市の借入金の
返済に要する経
費。

支　　　　　　出
項　　　　目 金　　　額 構成比

食費（人件費） 77 万 8千円 14.2%
光熱水費、日用雑貨（物件費） 69 万 6千円 12.7%
医療費（扶助費） 97 万 6千円 17.8%
ローンの返済（公債費） 78 万 9千円 14.4%
子どもへ仕送り（繰出金） 62 万 5千円 11.5%
家の新築増改築費、自動車等の購入
（投資的経費） 93 万 8千円 17.1%

自治会費、サークル費（補助費等） 55 万 4千円 10.1%
定期預金（積立金） 4万 4千円 0.8%
家などの修理（維持補修費） 7万 7千円 1.3%
予備費 5千円 0.1%

合　　　計 548 万 2千円 100.0%

収　　　　　　入
項　　　　目 金　　　額 構成比

自
主
財
源

給料（市税） 74 万 6千円 13.6%
パート収入やアパートの家賃収入等
（使用料手数料、雑収入等） 23 万 5千円 4.3%

預金の取り崩し（繰入金） 29 万 4千円 5.4%
前年度からの繰越金（繰越金） 1万 3千円 0.2%

依
存

財
源

親からの援助（地方交付税、国県支
出金等） 355 万 4千円 64.8%

借金（市債） 64 万円 11.7%
合　　　計  548 万 2 千円 100.0%

※（ ）は､ 予算上の区分を表しています｡
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快適で安心してくらせるまちづくり【都市基盤・生活環境】
道路交通体系の整備 ごみ処理及びし尿処理対策 住環境の整備

市道や排水路等の整備　          1,047,014
思いやりバス等の運行事業            77,782

ごみ減量対策費                              162,776
クリーンセンター管理費             151,253
合併浄化槽設置整備事業（個人型）   62,532
合併浄化槽設置整備事業（市町村型）      47,506
公共下水道整備事業                        32,767

財部前玉団地住宅建設事業         258,756
地域振興住宅建設事業                  153,307
川内団地・天神丘団地・正ヶ峯団地
改善工事                                              62,245
危険廃屋解体撤去補助事業            19,500
住宅リフォーム促進補助事業       19,500
住宅用太陽光発電設備設置補助     7,500

自然環境の保全・活用 消防・防災の充実 交通安全・防犯・消費生活相談の強化
小規模水道施設整備補助事業          1,500 大隅曽於地区消防組合負担金     424,938

消防団活動の充実                          166,476
末吉柿木分団・財部北分団・ 大隅恒吉
分団の消防車輌購入                        25,979
財部宇都分団消防詰所整備事業   26,284
防火水槽設置整備事業                    26,180

交通安全施設整備事業                    20,156
地域交通安全対策事業                      2,740
消費生活相談の実施                           2,515

曽於市総合振興計画

５つの主要施策
主な事業

個性豊かな教育と文化のかおるまちづくり  【教育・文化】
人生を豊かにする生涯学習の推進 学びを支える安全・安心な教育環境 新しい時代に生きる力をはぐくむ学校教育の充実
生涯学習推進費                                 13,270
山中貞則顕彰記念事業                    13,470
図書館図書の購入                             10,000

地産地消振興事業                               2,858
柳迫小屋内運動場建築                  270,043

ALT語学指導事業                              14,713
学校ICT活動支援人材育成事業       4,925
そおっ子の夢育み支援事業              1,084
そおっ子の学力向上プラン              5,869
特別支援教育支援員配置事業       30,854
学習指導補助員設置事業                16,372
高校振興事業                                     12,688

共に学び触れ合う社会教育の充実 文化財保護と芸術文化活動の充実 地域に根ざした生涯スポーツの推進
チャレンジ・ザ・日本一研修事業     1,032
青少年海外派遣研修事業                  3,472
青少年リーダー研修事業                      950
「曽於元気だそお」ふるさと事業     6,710

恒吉城跡保存整備事業                      3,982
埋蔵文化財発掘調査事業                29,664
自主文化事業の開催                        26,266
吉井淳二記念展の開催                      3,300
第30回（2015）国民文化祭の準備費    2,326

スポーツ大会等の実施                      3,719
 ・ どろんこ大会の開催
 ・ カヌー大会の開催
 ・ 健康づくり駅伝大会の開催
 ・ 北別府学野球フェスタ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）
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人と自然が共生し地域資源を生かしたまちづくり　【産業・経済】
農林業の振興

園芸振興事業                                     18,121
茶振興事業                                           4,507
環境保全型農業推進事業                  9,179
青年就農給付金事業                        16,500
農業後継者等育成対策事業            22,180

畑地灌漑等の県営事業負担金     442,815
市単独の農道改修工事                    12,000
市単独の土地改良補助金                  5,173
間伐等の促進への助成                    12,543

繁殖雌牛の導入保留助成                30,900
肥育素牛の導入保留助成                26,400
酪農振興事業                                        5,815
シルバー和牛振興事業                      9,450
牛舎等の施設整備の助成                12,050
家畜防疫及び畜舎等の環境保全事業 14,674

商工業の振興 観光・レクリエーションの振興 雇用の創出
商工会運営への助成                        14,415
商工業後継者育成事業                      7,842
地域商品券発行事業                        87,300
商工関連設備投資等利子補給         9,775
曽於市ブランド確立推進事業          3,873
企業誘致促進対策費（立地助成） 14,664

弥五郎どん祭り運営の助成              4,500
曽於市民祭運営への助成                  9,000
弥五郎伝説の里の遊具改修            33,792
観光資源開発及び特産品販路拡大事業  19,885

企業立地促進助成（雇用助成）      10,000
新卒者未就労防止対策事業             5,178

住民参画による協働のまちづくり【コミュニティ・行財政】
自治組織の充実・強化及び活動の促進 情報の提供
自治会振興に対する助成                66,000
自治会統合に対する助成                      620
自治公民館建設に対する助成          2,000
地域づくり活動に対する助成          2,742

市営放送の管理費                             54,780

● 用語解説 ●
自主財源　　　　市税をはじめ、使用料や手数料など市が自主的に収入するお金
依存財源　　　　地方交付税や国・県支出金など国や県から交付されるお金
消費的経費　　　経費の支出効果が、当該年度又はきわめて短期間で終わるものに使われたお金
投資的経費　　　建物や道路等の建設に使われたお金
人件費　　　　　職員や市長、副市長、教育長の給与、市議会議員等の報酬として使われたお金
公債費　　　　　市債返済に使われたお金
扶助費　　　　　児童手当や生活保護、障がい者福祉、高齢者福祉等に使われたお金
普通建設事業費　建物や道路等の建設に使われたお金
物件費　　　　　委託料や使用料、光熱水費、消耗品費、臨時職員等の賃金、修繕費などに使われたお金
補助費等　　　　消防組合や清掃組合等の運営、団体等への補助金、事業の普及や振興等の補助に使われたお金
繰出金　　　　　国民健康保険や後期高齢者医療、介護保険、公共下水道事業等の特別会計へ支出したお金
積立金　　　　　各種事業を行うために貯金したお金

福祉の充実
長寿クラブ活動助成                          5,907
寝たきり介護手当の助成                13,440
敬老祝金等の支給                             31,189
訪問給食サービス事業                  107,950
高齢者見守り対策事業                    15,381
緊急通報システム設置事業            11,295

地域子育て支援拠点事業                  4,135
ひとり親家庭医療費助成事業       19,401
放課後児童クラブ運営の助成       44,552
子ども医療費の助成                      108,885
（18 歳に達する日以降の最初の 3月 31 日までに拡大）
児童手当費                                       512,972
保育所運営費                                   997,149
保育所延長保育の助成                    66,708
第３子出産祝金の支給                      6,000
保育料の助成（25 年度に対して）　   45,000
子育て世帯臨時特例給付金給付事業
                                                               37,313

重度心身障害者医療費の助成     115,940
障害福祉サービス費                      932,987
国民健康保険会計への市単独助成 120,000
はり灸・温泉保養への助成             11,740
認知症対応型グループホーム入所者の
負担金軽減の助成                             20,520
臨時福祉給付金給付事業             211,871
福祉総合相談員設置事業                  3,935

健やかで共に支え合う福祉のまちづくり　【保健・医療・福祉】
保健予防・健康づくりの推進 医療体制の充実

母子歯科保健事業                                         33,683
（妊婦、乳幼児健康診査・親子教室・不妊治療助成等）
予防事業（結核検診・予防接種等）          81,784
健康増進事業（集団検診・がん検診等）   80,789
地域医療支援費                                             18,445
（電話健康相談・共同利用型病院運営負担金等）

曽於郡医師会夜間急病センター負担金        4,610
都城地区救急医療センター負担金           44,207
在宅当番・救急医療情報提供実施事業     1,603
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「山中貞則顕彰館」オープン!!「山中貞則顕彰館」オープン!!

　４月 19日、山中貞則顕彰館がオープンしました。国内政治・行政・経済・文化等の発展
に大きく貢献された、郷土の誇りである山中貞則氏の功績を讃えてその顕彰を展示すると
共に、将来を担う若者の勉学就業の場・地域住民の憩いと交流の場を創出するための施設
として開館しました。ぜひご来館ください。

仲
な か い ま

井眞知事（沖縄県）に説明をする

池
いけだ

田会長（山中貞則顕彰会）

多くの方が参加しました 関係者による除幕式

開館時間等のご案内

●午前９時～午後５時まで
　※午後４時 30 分までにご来館ください
●休館日は毎週月曜日
　※月曜日が祝日の場合はその翌日
●入館料は無料
● 「仁の間」・「地の間」・「園庭」は使用料の支払
いにより特別展示やイベント開催等に使用する
ことができます

▽問い合わせ
　企画課企業誘致推進係　☎ 0986-76-8802

交通のご案内
●ナンチクから財部方面に向かい、車で約５分
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　苦学して小学校の教諭となるも教
きょうべん

鞭を銃に
持ち替え戦地へ。多くの友人知人を失い、失意
のうちに帰国。しかし、亡くなった人たちのた
めに故国日本を復興させようと一念で政治家
となる。山中貞則氏の情熱と行動は、県政から
国政の場へと17期47年にわたって、沖縄復帰、
税制改革、畜産振興など昭和～平成の世に燦

 さんぜん

然
と輝く功績を残してきました。

魂の公約
私はいかなる金力・権力
・暴力にも屈せず
大衆の世論の支持する
ところに従い
大衆の幸福のために積極的
かつ良心的に行動します

山中貞則顕彰館をご案内します

　親しかった人からの手
紙、刀剣類、鎧兜、短歌集、
台湾に関するものなどを
展示しています。

　応接室として使ってい
た部屋です。政治家とし
ての功績を展示していま
す。山中氏の胸像と一緒
に記念撮影をどうぞ。

　山中氏は戦後の沖縄の復帰、
さらには復帰後の復興に尽力し
ました。その奮闘努力の一端を
映像・パネルでご覧ください。

　書斎として使っていた部屋で
す。政治姿勢や様々な功績、エ
ピソードなどが映像でご覧いた
だけます。

徳の間

信の間

礼の間（沖縄の間）

義の間
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再生可能エネルギーの基本調査結果を報告します

○再生可能エネルギーとは
　再生可能エネルギーは、自然の営みから半永久的に得
られ、継続して利用できるエネルギーを示します。有限
でいずれ枯渇する化石燃料などと異なり、自然の活動に
よってエネルギーが絶えず再生・供給され、地球環境へ
の負荷が少ないエネルギーです。

○調査対象エネルギー
　風力発電及び小水力発電の 2つのエネルギーについて調査を行いました。

風力発電 小水力発電

出典：｢よく分かる！技術開発｣ NEDO 　出典：全国土地改良事業団体連合会HP

　近年、二酸化炭素等の温室効果ガスによる地球温暖化の問題が叫ばれる中、平成 23
年に発生した東日本大震災における原子力発電所の事故により、再生可能エネルギーの
利用が注目されています。
　曽於市は、霧島山麓をはじめとする豊かな自然の恵みを受け、広大な大地と森林が育
まれています。本市では、この自然に賦

ふぞ ん

存するエネルギーを地域のために有効活用する
施策の検討を行い、地域の産業振興と再生可能エネルギー
の実用化に向けた取り組みを積極的に推進していくこと
にしています。
　本調査では、再生可能エネルギーのうち、風力発電お
よび小水力発電の実用化に向けた基礎的な調査を実施し、
地域特性を踏まえた事業の可能性、ならびに事業化に向
けた導入策の検討を行いました。
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○基本調査の結果をエネルギーマップとして作成しました

○基本調査結果の今後の活用について
・今回の基本調査の結果については、曽於市ホームページに記載しています。ご覧ください。
・この調査結果をもとに、再生可能エネルギーの活用方法について検討を進めていきます。
▽問い合わせ　企画課企業誘致推進係　☎0986-76-8802

小水力発電調査結果

風力発電調査結果
項　目 1,000kW級※1

総発電出力 9,000kW（9基）
年間発電量 19.7 × 106kWh
売電収入（年間） 433,620 千円
概算建設費 4,895,225 千円
投資回収年数 11.3 年

環境影響評価
環境影響評価法に基づく環境アセ
スの可能性大。調査費用の増大、
竣工時期が遅くなる。

鹿児島県景観形成
ガイドライン

垂直視覚（見込角）が 1°未満に
収まるので、問題は発生しない。

建設費 2,000kW 級と 600kW 級の中間的
特徴を有す。

リスク評価 落雷、台風等により 1基が損傷し
た場合、発電量は 11％減少する。

※1　2,000kW級、600kW級の結果は曽於市ホームページに記載
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演　

目
（
出
演
団
体
）

▽
大
隅
町

青あ
お
ま
つ
だ
ん

松
段
の
剣
舞（
太
陽
の
子
保
育
園
）

大お
お

路じ

角す

力も

取と

り
節ぶ
し

　
　
　
（
大
路
角
力
取
り
節
保
存
会
）

野
町
そ
ば
切
り
踊
り

　
　
　
　
　
　
（
野
町
民
芸
保
存
会
）

▽
末
吉
町

末
吉
俵
踊
り（
末
吉
俵
踊
り
保
存
会
）

鬼き

神じ
ん

太
鼓（
末
吉
鬼
神
太
鼓
保
存
会
）

▽
財
部
町

川
内
俵
踊
り（
川
内
俵
踊
り
保
存
会
）

▽
志
布
志
市

田た

之の

浦う
ら

山や
ま
み
や宮
神
社
神
楽

　
（
田
之
浦
山
宮
神
社
神
楽
保
存
会
）

▽
都
城
市

横
原
奴
や
っ
こ

踊
り（
横
原
奴
踊
り
保
存
会
）

▽
特
別
ゲ
ス
ト

門
松
さ
お
り
（
歌
手
）

門
松
ひ
ろ
こ
（
三
味
線
）

　

３
月
23
日
、
財
部
き
ら
め
き
セ
ン

タ
ー
で
「
曽
於
市
民
俗
芸
能
祭
り
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
民
俗
芸
能
」
と
は
、地
域
の
人
々

の
風
俗
や
習
慣
、
信
仰
に
根
ざ
し
な

が
ら
伝
え
ら
れ
て
き
た
、
そ
の
土
地

特
有
の
芸
能
で
す
。
近
年
で
は
、
人

口
の
減
少
や
少
子
高
齢
化
の
影
響
で

後
継
者
不
足
に
悩
ま
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
多
く
が
廃
絶
の
危
機
に
さ
ら
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、「
地
域
の
宝
」
で
あ
る

民
俗
芸
能
が
一
堂
に
会
す
る
祭
り
。

曽
於
市
で
は
、初
め
て
の
試
み
で
す
。

　

当
日
は
、
特
別
ゲ
ス
ト
で
都
城
出

身
の
門
松
さ
お
り
さ
ん
、
ひ
ろ
こ
さ

ん
姉
妹
の
演
奏
で
祭
り
が
ス
タ
ー

ト
。
素
敵
な
歌
声
と
三
味
線
の
音
色

が
会
場
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　

次
い
で
、
民
俗
芸
能
の
世
界
が
始

ま
り
ま
す
。
保
育
園
児
が
舞
う
勇
壮

な
剣
舞
、
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
動
き
が
笑

い
を
誘
う
角
力
取
り
節
、
幻
想
的
な

神
楽
、
力
強
い
太
鼓
の
演
奏
な
ど
、

舞
台
上
で
は
、
市
内
外
か
ら
集
ま
っ

た
八
つ
の
民
俗
芸
能
が
繰
り
広
げ
ら

れ
ま
し
た
。

　

先
人
た
ち
が
そ
の
土
地
の
風
土
の

中
で
育
ん
で
き
た
民
俗
芸
能
。
そ
の

お
も
し
ろ
さ
と
共
に
、
芸
能
を
通
じ

て
受
け
継
が
れ
て
き
た
思
い
が
、
見

て
い
る
方
に
伝
わ
っ
た
よ
う
で
す
。

門松ひろこさん（左）と門松さおりさん（右）

大
路
角
力
取
り
節

野
町
そ
ば
切
り
踊
り

田
之
浦
山
宮
神
社
神
楽

川
内
俵
踊
り

青
松
段
の
剣
舞

鬼
神
太
鼓

横
原
奴
踊
り

末
吉
俵
踊
り

曽
於
市
民
俗
芸
能
祭
り

曽
於
市
民
俗
芸
能
祭
り

地
域
に
受
け
継
が
れ
た
伝
統
の
宝
こ
こ
に
集
う
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４
月
８
日
、
曽
於
高
校
で
記
念
す

べ
き
第
１
回
目
の
入
学
式
が
挙
行
さ

れ
ま
し
た
。

　

曽
於
高
校
は
、
県
内
の
公
立
高
校

で
は
初
め
て
の
進
学
に
特
化
し
た
文

理
科
が
あ
り
、
県
内
で
唯
一
、
普
通

科
、
農
業
科
、
工
業
科
、
商
業
科
が

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

末
吉
、
財
部
、
岩
川
の
３
校
合
同

吹
奏
楽
部
員
が
、
新
設
校
の
門
出
を

祝
い
、
心
温
ま
る
演
奏
で
新
入
生
を

歓
迎
。
５
学
科
11
コ
ー
ス
、
第
１
期

生
１
６
２
名
が
希
望
を
胸
に
入
学
し

ま
し
た
。

　

長お
さ

佳よ
し

文ふ
み

校
長
は
、「
１
年
間
、
魅

力
あ
る
曽
於
高
校
を
目
指
し
て
準
備

を
し
て
き
た
。
実
感
が
湧
い
た
の
は
、

生
徒
の
制
服
姿
を
見
た
と
き
。
地
元

で
も
夢
を
叶
え
ら
れ
る
高
校
を
目
指

し
た
い
」
と
開
校
し
た
喜
び
と
、
こ

れ
か
ら
の
決
意
を
語
り
ま
し
た
。

　

普
通
科
の
吉よ
し

元も
と

茉ま

李り

奈な

さ
ん
は
、

「
晴
れ
て
曽
於
高
校
の
１
期
生
と
し

て
入
学
で
き
ま
し
た
。
仲
間
と
共
に

誇
り
と
思
え
る
も
の
を
作
り
上
げ
て

い
き
た
い
」
と
抱
負
を
話
し
ま
し
た
。

　

翌
日
に
は
、入
学
記
念
樹
（
ゆ
ず
）

植
樹
式
が
行
わ
れ
、
地
域
に
根
付
い

た
学
校
づ
く
り
の
第
一
歩
を
踏
み
出

し
ま
し
た
。

第１回　曽於高校入学式第１回　曽於高校入学式

３校合同吹奏楽部の演奏新入生代表平
ひら

川
かわ

侑
ゆ

佳
か

さんの宣誓と長
おさ

佳
よし

文
ふみ

校長会場を彩った花 （々末吉高校生物生産科栽培）
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国民年金のはなし
お問い合わせ先　　　　　　
　市民課・各支所地域振興課　末吉☎ 0986-76-8805　大隅☎ 099-482-5923　財部☎ 0986-72-0934
　鹿屋年金事務所☎ 0994-42-5121

　鹿屋年金事務所による移動相談所が開かれ
ます。日程・場所は上記のとおりです。
　相談は無料ですが、予約が必要です。
　予約のない方の相談はできませんので、ご
了承ください。
※予約先：大隅支所国民年金係
　　　　　☎ 099-482-5923

年金移動相談所開設日
期　日 時　間 場　所

５月 20日（火）
午前10時

～

午後３時

大隅支所
別館２階
大会議室

○
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
と
き
は

　

国
民
年
金
に
は
、
保
険
料
の
免
除
や
納
付
猶
予
の
制
度
が
あ

り
ま
す
。
納
付
が
困
難
な
場
合
は
そ
の
ま
ま
に
せ
ず
、
相
談
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

平
成
26
年
４
月
か
ら
、
２
年
１
カ
月
遡
っ
て
免
除
申
請
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
保
険
料
免
除
の
承
認
期
間
は
、
老
後

に
年
金
を
受
け
取
る
た
め
の
資
格
期
間
に
含
ま
れ
る
だ
け
で
な

く
、
万
一
の
時
に
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
を
受
け
取

る
資
格
期
間
も
含
ま
れ
ま
す
。

▽
手
続
き
先　

市
役
所
国
民
年
金
係
、
鹿
屋
年
金
事
務
所

▽
必
要
な
も
の　

印
鑑
、
年
金
手
帳
、
仕
事
を
辞
め
た
方
は
、

離
職
票
ま
た
は
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
の
写
し

○
ご
存
じ
で
す
か
？
障
害
基
礎
年
金

　

国
民
年
金
の
加
入
中
等
に
初
診
日
が
あ
る
病
気
や
ケ
ガ
な
ど

で
障
害
の
状
態
に
な
っ
た
と
き
、
障
害
認
定
日
（
初
診
日
か
ら

１
年
半
経
過
し
た
日
等
）
に
、
障
害
等
級
の
１
級
ま
た
は
２
級

に
該
当
し
た
場
合
は
、
障
害
基
礎
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

た
だ
し
、
初
診
日
前
日
に
初
診
日
の
属
す
る
月
の
前
々
月
ま

で
の
被
保
険
者
期
間
の
う
ち
、
保
険
料
納
付
済
期
間
（
免
除
期

間
を
含
む
）
が
３
分
の
２
以
上
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

詳
し
い
こ
と
は
、
上
記
の
窓
口
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

子育てふれあいひろば
1 日・28 日・29 日は育児講座を開講します

お問い合わせ先
　曽於市子育て支援センター　☎ 0986-76-6565（直通）
　子育て携帯サイトすまいるキッズ　http://www.smile-kids.jp/sooshi

※ 子育て支援センターは、キッズルーム開放・育児相談を実施しています。
キッズルーム開放　午前 10時～午後３時（月曜日～金曜日）　育児相談　午前 9時～午後４時（月曜日～金曜日）

親子ふれあい遊び　午前 10時～ 11時 30分　●会場：生きいき健康センター
子育てひろば　午前 10時～ 11時 30分　●会場：大隅弥五郎伝説の里　●会場：財部保健福祉センター
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   ※ 20 日は岩川地区農業構造改善センター、21 日は財部交流館で開催します。

育児講座　午前10時～11時30分　●会場　1日・29日：生きいき健康センター　28日：財部保健福祉センター

日 月 火 水 木 金 土
5/1 2 3

憲法記念日

4
みどりの日

5
こどもの日

6
振替休日

7 8 9 10

11
母の日

12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30 31

親　子

◆
パ
ク
パ
ク
ッ
キ
ン
グ
（
５
月
１
日
）

対　

象　

１
歳
以
上
の
お
子
さ
ま

講　

師　

市
役
所
栄
養
士

準
備
す
る
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

※ 

ア
レ
ル
ギ
ー
の
心
配
な
方
は
、
ご
遠

慮
く
だ
さ
い
。

◆
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
（
５
月
28
日
）

対　

象　

２
ヵ
月
〜
１
歳
６
ヵ
月

講　

師　

橋
口
志
保
子
さ
ん

準
備
す
る
物　

バ
ス
タ
オ
ル
、
飲
み
物

※
予
防
接
種
後
１
日
以
上
経
過

※
10
組
限
定

◆
わ
ら
べ
う
た
と

　
　
　
　
　

絵
本
の
よ
み
き
か
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
５
月
29
日
）

講　

師　

福
迫
三
枝
子
さ
ん

ひろば

ひろば

ひろば

親　子ひろば

講　座

講　座 講　座

ひろば
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税チャンネル　～納税があなたを支えます！～
お問い合わせ先　　　　　
税務課・各支所地域振興課　税務係
末吉　☎ 0986-76-8804　大隅　☎ 099-482-5922
財部　☎ 0986-72-0932

個
人
住
民
税
の
均
等
割
額
が
引
き
上
げ

ら
れ
ま
す

　

東
日
本
大
震
災
を
踏
ま
え
、
県
や
市
な
ど

が
緊
急
に
実
施
す
る
防
災
・
減
災
事
業
の
財

源
確
保
の
た
め
、
平
成
26
年
度
か
ら
平
成
35

年
度
ま
で
の
10
年
間
、
個
人
住
民
税
（
県
民

税
・
市
民
税
）
の
均
等
割
額
が
そ
れ
ぞ
れ

５
０
０
円
ず
つ
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
税
の
仮
課
税
が
な
く
な

り
ま
す

　

昨
年
度
ま
で
国
民
健
康
保
険
税
の
納
税
通

知
書
は
、
６
月
に
仮
課
税
（
前
年
度
課
税
額

の
９
分
の
１
の
額
）、
７
月
に
本
課
税
（
所

得
や
人
数
等
に
よ
り
一
年
間
の
税
額
を
確

定
）
の
納
税
通
知
書
を
送
付
し
て
い
ま
し
た

が
、
平
成
26
年
度
か
ら
は
、
６
月
に
１
年
分

の
納
税
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。

平
成
26
年
度　

各
種
税
の
納
税
が
始
ま
り
ま
す

　

５
月
は
、
固
定
資
産
税
１
期
と
軽
自
動
車

税
全
期
で
す
。

「
納
期
内
納
付
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。」

　

期
限
内
に
納
付
が
な
い
場
合
、
納
期
後
20

日
以
内
に
「
督
促
状
」
が
発
送
さ
れ
、
手
数

料
が
１
０
０
円
徴
収
さ
れ
ま
す
。「
勝
手
に

送
っ
て
１
０
０
円
取
る
の
か
。
頼
ん
だ
覚
え

は
無
い
の
に
」
と
の
意
見
も
聞
き
ま
す
が
、

督
促
状
の
発
送
は
地
方
税
法
と
市
条
例
で
、

手
数
料
の
徴
収
は
市
条
例
に
よ
り
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
納
期
限
ま
で
に
完
納
さ
れ
な
か
っ

た
場
合
、
そ
の
遅
延
し
た
税
額
お
よ
び
期
限

に
応
じ
て
「
延
滞
金
」
が
課
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
地
方
税
法
で
は
、
督
促
状
が
発
送

さ
れ
た
日
か
ら
10
日
を
経
過
し
た
日
ま
で
に

完
納
し
な
い
場
合
は
「
差
し
押
さ
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

督
促
し
て
も
な
お
完
納
さ
れ
な
い
場
合

は
、
さ
ら
に
納
税
を
促
す
た
め
催
告
書
等
が

発
送
さ
れ
ま
す
。「
期
限
内
」
の
納
付
が
困

難
な
場
合
は
税
務
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

滞
納
処
分
（
差
押
え
）
の
事
前
通
知
に
つ
い
て

　

財
産
を
差
し
押
さ
え
ら
れ
た
方
か
ら
「
い

き
な
り
差
押
え
す
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と

か
」「
事
前
に
通
知
を
し
な
い
の
か
」
と
い
っ

た
意
見
が
聞
か
れ
ま
す
。
納
期
内
に
納
付
が

な
い
場
合
、
督
促
状
や
催
告
書
等
に
よ
り
納

付
を
促
し
て
お
り
、
納
付
さ
れ
な
い
場
合
差

押
え
を
執
行
す
る
こ
と
を
お
知
ら
せ
し
て
い

ま
す
。
そ
れ
で
も
完
納
さ
れ
な
い
方
に
対
し

て
財
産
調
査
を
行
い
、
差
押
え
財
産
が
発
見

さ
れ
次
第
、
随
時
執
行
し
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
事
前
に
差
押
え
予
告
等
の
通
知
は
い

た
し
ま
せ
ん
。
そ
う
な
る
前
に
、
完
納
さ
れ

る
か
納
税
相
談
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

個人住民税の均等割額

● 現行（25年度まで）

　 市民税　　3,000 円

　 県民税　　1,500 円

　 合　計　　4,500 円

↓

● 特例期間（26～ 35年度まで）

　 市民税　　3,500 円

　 県民税　　2,000 円

　 合　計　　5,500 円

今月（５月）の納期について
○固定資産税　　　　　　１期
○軽自動車税　　　　　　１期
○上下水道料　　　　　　１期
※ 口座振替をされている方は、６月
２日に振替えますので残高のご確
認をお願いします。
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春の行政相談所開設について
困ったら　一人で悩まず　行政相談

お問い合わせ先　　　　　
　総務課・各支所地域振興課
　末吉　☎ 0986-76-8801　財部　☎ 0986-72-0931　大隅　☎ 099-482-5921

　

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
国
の
仕
事
な
ど
に
つ
い
て

の
疑
問
や
要
望
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

行
政
相
談
委
員
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
身
近
な
相
談

相
手
と
し
て
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
相
談
や
、
行

政
の
仕
組
み
、
手
続
き
に
関
す
る
相
談
を
受
け
付
け
、

相
談
者
へ
の
助
言
や
関
係
行
政
機
関
へ
の
通
知
な
ど
の

仕
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。
当
市
担
当
の
行
政
相
談
委
員

が
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

会　場 実施日 時　間 場　所 行政相談委員

財部地区 5月 20 日（火）

午前 10 時
～午後 3時

財部保健福祉センター
（0986-72-0460） 池田　睦朗

末吉地区 5月 20 日（火） 末吉中央公民館
（0986-76-1120） 稲留　正文

大隅地区 5月 22 日（木） 大隅中央公民館
（099-482-0068） 鮫島　一郎

第 3子出産祝金について
第3子以降に10万円の祝金を支給します

お問い合わせ先　　　　　
　財部　福祉事務所　☎ 0986-72-0936　　末吉　保健課　☎ 0986-76-8807
　大隅　保健福祉課　☎ 099-482-5925

　

曽
於
市
で
は
、
少
子
化
対
策
の
一
環
と
し
て
第
３
子

以
降
に
生
ま
れ
た
お
子
さ
ん
に
対
し
て
、
１
人
あ
た
り

10
万
円
の
祝
金
を
支
給
し
ま
す
。

受
給
資
格

　

曽
於
市
の
住
民
で
出
産
後
３
カ
月
以
上
、
曽
於
市
に

生
活
の
根
拠
を
置
い
て
い
る
方

申
請
書

　

本
庁
・
各
支
所
に
申
請
書
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
要

事
項
を
ご
記
入
の
う
え
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
申
請
し
て
か
ら
支
給
ま
で
は
約
３
カ
月
間
か

か
り
ま
す
。

※ 

写
真
は
、
３
月
17
日
に
本
庁
・
各
支
所
で
行
わ
れ
た

支
給
式
の
様
子

財部支所

大隅支所 本庁
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住宅用太陽光発電システム設置費補助金支給制度について

お問い合わせ先　　　　　
　企画課・各支所地域振興課
　末吉　☎ 0986-76-8802　財部　☎ 0986-72-0931　大隅　☎ 099-482-5921

　

曽
於
市
で
は
、
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス

テ
ム
を
設
置
し
た
方
に
５
万
円
の
補
助
金
を

交
付
し
ま
す
。

対
象
者

　

市
内
に
住
所
を
有
し
、
か
つ
、
住
民
基
本

台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る
方
で
、
次
の
条
件

の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
方
。

○
次
の
項
目
の
う
ち
ど
ち
ら
か
を
満
た
し
て

い
る
こ
と

ア　

 
自
ら
が
居
住
し
て
い
る
市
内
の
戸
建
て

住
宅
に
発
電
シ
ス
テ
ム
を
新
た
に
設
置

（
新
築
時
の
設
置
も
含
む
）
し
た
方

イ　

 

発
電
シ
ス
テ
ム
を
新
た
に
設
置
し
た
市

内
の
戸
建
て
住
宅
を
購
入
し
、
そ
の
住

宅
に
自
ら
が
居
住
し
て
い
る
方

○
補
助
対
象
年
度
内
に
発
電
シ
ス
テ
ム
と
電

力
会
社
と
の
系
統
連
系
を
開
始
し
て
い
る
こ

と○
発
電
シ
ス
テ
ム
の
設
置
工
事
の
支
払
い
が

終
了
し
て
い
る
こ
と

○
市
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

補
助
金
額

○
５
万
円

提
出
書
類

○
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
費
補

助
金
交
付
申
請
書

※
添
付
書
類

・ 

太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
工
事
請
負
契
約
書

の
写
し

・ 

設
置
し
た
発
電
シ
ス
テ
ム
の
仕
様
書
の
写

し
・ 

発
電
シ
ス
テ
ム
設
置
に
係
る
領
収
書
の
写

し
・
電
力
会
社
と
の
電
力
受
給
契
約
書
の
写
し

　

 

（
太
陽
光
発
電
か
ら
の
電
力
受
給
契
約
の

ご
案
内
）

・
発
電
シ
ス
テ
ム
の
設
置
状
況
を
示
す
写
真

　

（
職
員
が
撮
影
し
ま
す
）

・
納
税
証
明
書
（
未
納
の
な
い
証
明
）

注
意
点

○
電
力
会
社
と
の
電
力
受
給
契
約
後
に
申
請

し
て
下
さ
い

○
次
の
項
目
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
設
備

が
対
象
で
す

・ 
太
陽
電
池
の
最
大
出
力
値
（
発
電
シ
ス
テ

ム
を
構
成
す
る
太
陽
電
池
モ
ジ
ュ
ー
ル
の

公
称
最
大
出
力
値
の
合
計
）
が
10
キ
ロ

ワ
ッ
ト
未
満
の
も
の

・
未
使
用
の
も
の

・ 

補
助
申
請
を
す
る
年
度
に
、
電
力
受
給
開

始
と
な
っ
た
も
の

「平成 26年全国戦没者追悼式」参列遺族を募集します
　

全
国
戦
没
者
追
悼
式
に
参
列

を
希
望
さ
れ
る
遺
族
の
方
を
募

集
し
ま
す
。

期　

日

平
成
26
年
８
月
15
日
（
金
）

※ 

前
日
か
ら
団
体
行
動
と
な
り

ま
す
。

会　

場

日
本
武
道
館（
東
京
都
千
代
田
区
）

対
象
者

戦
没
者
の
配
偶
者
並
び
に
三
親

等
以
内
の
遺
族

一
般
戦
災
死
没
者
の
配
偶
者
及

び
三
親
等
内
の
遺
族

※ 

過
去
に
参
列
し
て
い
な
い
方

を
優
先
し
ま
す
。

定　

員　

60
人

※ 

鹿
児
島
県
全
体
で
の
募
集
人

員
で
す
。
申
込
み
多
数
の
場

合
は
選
考
と
な
り
ま
す
。

申
込
期
間

平
成
26
年
５
月
１
日
（
木
）

　
　

  　

〜　

５
月
30
日
（
金
）

お
問
い
合
わ
せ
先

末
吉　

保
健
課
福
祉
係

☎
０
９
８
６
‐
76
‐
８
８
０
７

大
隅　

保
健
福
祉
課
福
祉
係

☎
０
９
９
‐
４
８
２
‐
５
９
２
５

財
部

福
祉
事
務
所
社
会
福
祉
係

☎
０
９
８
６
‐
72
‐
０
９
３
６
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末吉地区民生委員・児童委員　名簿
番号 氏名 担当区域 番号 氏名 担当区域

1 海老原　新二 内門、上内門、新町 24 富岡　久雄 柿木上、柿木東、石之脇、屋敷寺、
高岡下

2 田中　ゆみ子 法楽寺、東法楽寺、南法楽寺、
中法楽寺、横尾 25 米丸　幸枝 高岡上、平沢津、新田山、花房、吉原、

（中岳）

3 高良　美代子 向江東、向江中、向江西、向江南、菅
渡西、菅渡上 26 竹下　利文 大園、大園下、池山、栫井、栫井上

4 濵田　美佐子 上町、本町、仲町、荷原、下新地 27 大森　澄子 祝井谷、西祝井谷、飯塚、西飯塚、内堀

5 加藤　愛子 菅渡、掛上南、掛上 28 山下　育男 有持上、有持下、虎丸、大沢津

6 新留　五男 菅渡中、菅渡東、菅渡住宅、黒鳥、
新菅渡 29 宮ヶ迫　恵子 南大沢津、宮原、道添、前田

7 蕨野　洋子 麓、上麓、新地、上新地、中道 30 早﨑　大二郎 岩南、丸山上、丸山下

8 内山　節子 田村、湯之尻、堂之馬場、
上新町、（湯之尻団地） 31 原田　里美 六町東、六町西、六町南、六町北、

六町上、六町下、六町前、西高松

9 末永　俊郎 新高尾、緩毛原、高尾台、京町 32 西田　貴子 白毛、入佐、郷原、西中野、中原

10 安莊　詔子 橋野東・西・南・北・前・中央・後・下・
坂之上・堺・宮脇・十文字 33 永里　次男 谷野、宮之脇、蔵之町、南蔵之町、

村山

11 堀内　哲郎 福留、東福留、西福留、町畑、東高松、
轟木、新福留、池山上、池山中 34 中岡　マスミ 胡摩、和田、田方、田方西、猪之川内、

猪之川内東

12 野村　耕一 愛郷住宅、前高松、中高松、新高松、
下高松、上高松、高松 35 樋口　律子 五位塚、五位塚東、五位塚前、椿、

口弁木、光神、棚木

13 榎田　淳子 川内中、川内後、川内下、川内東、
川内西 36 坂口　敦彦 畩ケ山、外園前、外園中、外園後、

通山、新留

14 森岡　睦子 川内団地（１～５号棟）、野田、丸尾 37 高井田　博子 迫、武田、新武田、寺園、宇都之上、
国原東

15 胡摩ケ野　千穂 川内団地（６～９号棟）、尾崎山、飛山 38 德永　トキ子 内村、坂下、友常、小倉、徳留

16 吉田　良一 川内前、住吉、新住吉、鶴路、松尾、
小中野、小中野後 39 福元　修一 原口、原口東、原口西、前川内、

前川内西、種子田、種子田上

17 田中　靖子 寺田、下市、寺田西、寺田上、並松、
寿台 40 池田　弘文 後迫、中崎、下柳井谷、南柳井谷、

中柳井谷

18 中留　廣 森田、森田上 41 吉牟禮　 治 堂園、堂園上、新原、鶴木、国原西、
国原東

19 羽嶋　さなゑ 上之馬場、前田、前田下、深川東、深川
西前、深川西後、深川南、深川北、迫下 42 田代　壹子 蓑原、柳迫、西柳井谷、上柳井谷、

後柳井谷、（元柳井谷）

20 德田　義博 三枝前、三枝後、広底、中園前、
中園中、中園後、中園上 43 児玉　勝雄 （主任児童委員）高岡小、諏訪小、

岩南小、柳迫小

21 外園　榮教 檍、檍上、檍西留団地、見帰、原村、
陣之山、大路、寺山 44 釘田　裕子 （主任児童委員）末吉小、岩北小、

深川小、

22 宮田　月美 坂元、柿木下一区、柿木下二区、
柿木下三区 45 照井　賴子 （主任児童委員）末吉中、光神小、

檍小

23 新保　正宗 富田、南冨田、仮屋、久保

生活の中で、困ったことがありましたらお気軽にご相談ください
　曽於市の民生委員児童委員は、全員で113名います。
　それぞれの担当地区で地域住民の方々の福祉向上のために活動しています。
　生活の面などで困ったことがありましたら、お気軽にご相談ください。
　秘密は厳守いたします。

お問い合わせ先　　　　　
　末吉本庁保健課 ☎ 0986-76-8807　大隅支所保健福祉課 ☎ 099-482-5925　財部支所福祉課 ☎ 0986-72-0936
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